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植田総裁記者会見(５月２２日) 

――Ｇ７終了後の加藤財務大臣兼内閣府特命担当大臣、植田総裁 共同記者会見における総裁発言 

２０２５年５月２６日 

日本銀行 

 

―― 於・バンフ（カナダ） 

２０２５年５月２２日（木） 

午後２時９分から約１６分間（現地時間） 

 

【冒頭発言】 

私ども日本銀行に関連するところに関して少しだけ申し上げれば、大臣のお話とちょっと重なりま

すが、世界経済に関して、各国の通商政策等を巡る不確実性の影響およびその背景にあるグローバル

なインバランスの問題、状況などについて議論致しました。それから、不確実性の高さが経済・金融

安定に及ぼす影響等について十分に注視し、中央銀行として引き続き物価安定に強くコミットしてい

くということについて、参加者と認識を共有したところでございます。 

 

【問】 

植田総裁には、最近、ちょっとＧ７と離れてしまうんですけれども、超長期金利が大きく動いてい

て市場の注目が高まっています。その中で、日銀の植田総裁としてそういった動きについてどういう

ふうにご覧になっているのかということと、何か対応をされていくような考えはあるのかどうか、そ

の点をお願い致します。 

 

【答】 

超長期金利の動きについてのご質問ですけれども、短期的な金利の動向については具体的にコメン

トすることは差し控えさせて頂きたいと思います。ただ、もちろん、市場動向については、引き続き

よく注意してみていきたいというふうに思っております。 

 

【問】 

植田総裁に伺いたいんですけれども、米国の関税政策を巡る不確実性というところをＧ２０のとき

にもかなりご指摘があったと思うのですけれども、今回その辺りの、各国の方々とお話をされての認

識ですとか、何か変化を感じるところがあれば教えてください。 

 

【答】 
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まず関税政策ですけれども、ご案内のように、米中あるいは米英の間で一応前向きの動きがあった

ということが一つ言えるかと。また、他の参加国でもそういう評価はあったと思います。ただ、いず

れにせよ、この二つの二国間の動きを含めて、先行き、関税について非常に不確実な状況が続いてい

るということが一つと、それから、関税がどこに落ち着くにせよ、それが経済にどういうふうに影響

していくかという点についても非常に大きな不確実性がまだ残っている、あるいはこれからデータを

みていかなくてはいけない局面であるという辺りは、私もそう思いますし、他の参加者も多くの方は

そういう認識であったというふうに思っております。 

以 上 


